
前号に続き、新しくなった『美術資料』を
ご覧になった先生方からのご意見や感想を紹介し、
著者の横田学先生にコメントをしてもらいました。

改訂して充実・レベルアップした「表現編」
これまでに、京都市立芸術大学教員（2002～2020年）、京都府立学
校教諭、京都府教育庁指導部学校教育課指導主事、高等学校学習指
導要領解説作成協力者（文部科学省）、評価規準研究開発協力者（国
立教育施策研究所）、中央教育審議会教育課程部会芸術ワーキング
グループ委員などに携わる。現・京都市立芸術大学名誉教授。

横田 学 先生
よこ た まなぶ

プロフィール

38 39表現 絵画

重色と混色

絵　画
絵

　
画

　水
すい
彩
さい
絵の具やポスターカラーは、身近で使いやすい描

びょう
画
が
材
ざい
です。筆の使い方を

工
く
夫
ふう
したり、含

ふく
ませる水の分量を変えたりして、いろいろな表現を生み出すことがで

きます。基
き
礎
そ
的な技法を身につけて、自分の意図に応じた表現方法を工夫してみま

しょう。水彩絵の具で描く
絵の具大図鑑P.10

絵の具大図鑑P.10

　水彩画は、紙の性質によって仕上がりが大きく変わる。　 パネルの水張りP.89

水彩画に適した紙

　筆を使い終えたら、付け根まで水でよく洗い流す。
乾
かんそう
燥後は穂

ほ
先
さき
が曲がらないように注意して保管する。

筆の手入れ

画用紙 表面に凹
おう

凸
とつ

が施
ほどこ

され、絵の具が適度ににじむ。水分に弱く波打ちやすい。

水彩紙 細目から荒
あら

目
め

まで種類が多い。吸水性があり色の深みが出せる。
水に強く毛

け

羽
ば

立ちにくい。

ケント紙 表面が平
へい

滑
かつ

で強度がある。吸水性が少なく不
ふ

透
とう

明
めい

水彩でよく使われる。

和紙 繊
せん

維
い

が長く、ぬれても丈
じょう

夫
ぶ

。にじみやかすれなど独特の表現が可能。

※一
いっ

般
ぱん

的な紙の性質をまとめた。

筆洗は①きれいな水を入れ
ておくところ、②筆を洗う
ところ、③すすぐためのと
ころに分けて使うとよい。
ぞうきんで筆の水分を調整
したり、穂先を整えたりする。

筆洗の使い方
③すすぐためのところ

①きれいな水を入れておくところ

②筆を洗うところ

　絵の具は、似た色が隣
となり
にくる

ように並べて置くと使いやすい。
仕切りの下の広いスペースは混
色に使う。

　利
き
き手や制作状

じょう
況
きょう

に応じて、配置を工
く

夫
ふう
しよう。

パレットの使い方

制作しやすい配置例

① 水
すい

彩
さい

絵の具　
② 筆　
③ パレット　
④ 筆洗　
⑤ ぞうきん

　乾
かわ
いた筆に、水分量が少

ない絵の具をつけて描くと
かすれたタッチになる。

　絵の具を塗った上に、水を
含
ふく
ませた筆でなぞって色を薄

うす

める（グラデーション）。

　筆の穂先を使って、さまざ
まな色の点で描く方法。短い
タッチで色を置く方法もある。

　画面に絵の具や水をあらか
じめ塗

ぬ
っておき、乾く前に別

の色をのせてにじませる。

紙の地色を生かす
（塗

ぬ

り残す）
　紙をすべて塗りつぶさず、地
色を残しながら塗ることで光

こう
沢
たく

などを表現する。

紙の地色を生かす
（マスキングインク）
　白抜

ぬ
きにしたい部分をマスキ

ングインクで描き、乾いたら絵
の具を塗る。最後にインクをは
がす。

たらしこみ
　水を多く含ませた筆で形を
描き、乾かないうちに別の絵の
具をたらす。

洗い落とし
　一度乾いた絵の具を、水を含
ませた筆でなでて、溶

と
かしなが

ら描く。

吸い取り
　乾く前の絵の具を、乾いた
筆やティッシュペーパーなどで
吸い取ると、画面に独特の模
様や空間が生まれる。

塩を使った表現
　水で溶いて塗った絵の具が
乾く前に塩をまくと、まいた部
分に雪の結

けっ
晶
しょう
のような模様が

生まれる。

ドライブラシ

● 描
えが
き方の違

ちが
いによる作風の変化

● いろいろな描き方

ぼかし

点
て ん

描
びょう

にじみ

 用具と使い方

 表現の技法

具
用

水と墨を工夫してP.43

風景を描くP.54~55

形や色をイメージにP.12~13

並置混色P.5~6P.6

大きく描
えが

くとき 細かく描くとき

筆の種類

彩さ
い

色し
き

筆

面め
ん

相そ
う

筆

平
筆
（
14
号
）

平
筆
（
6
号
）

丸
筆
（
12
号
）

丸
筆
（
0
号
）

　鉛
えん
筆
ぴつ
を持つように軸

じく
を軽く持ち、筆を持つ位置や筆の角度は場面に応じ

て変える。

筆の持ち方

穂ほ

先さ
き

穂ほ

軸じ
く

1王子を想
お も

う人
に ん

魚
ぎ ょ

姫
ひ め

  
［水

すい
彩
さい
絵の具・鉛

えんぴつ
筆・パステル、紙／

35.8×48.3cm／1967年］
いわさきちひろ［1918～74年・福

ふく
井
い
県］

ちひろ美術館 ［東京都／長野県］

地色によって色みが変化する。

　水彩絵の具は基本の12～
18色があればほとんどの色
をつくることができる。色を
混ぜたり重ねたりして、自分
の使える色を増やしておこう。
色を重ねるときは、下の色
が乾
かわ
いていることを確認して

から塗
ぬ
ると効果的だ。

重色 混色
原色＋原色

赤＋黄

青＋黄

青＋赤

濃
のう

淡
たん

に変化をつけて重ねる。

色をつくるヒントP.7

　水
すい
彩
さい
絵の具のにじみや淡

あわ
い色調

を生かして、海の物語の世界を情
感豊かに表している。

●①

●③
●⑤

●④

●②

短 時間で
つくる

「情景を描く」  絵の具で心の空を描いてみよう

❶記
き
憶
おく
や心の中にある空のイメージを広げよう。

❷【水張り】 紙の両面をスポンジなどでぬらし、机に水で張り
　つける。紙の表面の水が落ち着く間に絵の具を準備する。

❸【グラデーション】 空のイメージに応じて、明るい色から塗
ぬ
る。

　・ポスターカラーを厚く塗り重ねると描きやすい。
　・アクリル絵の具は乾きが速いので注意する。
　・机などの大きな面をパレット代わりにして、筆の根元まで
　 絵の具を含

ふく
ませて塗り、素

す
早
ばや
く次の色を重ねる。

　・乾
かわ
いたはけで色の境目をぼかしてなじませる。

❹【雲】雲は絵の具が乾く前に筆でぬぐいとり（洗い落とし）、
　その上からドライブラシやにじみを生かして描

えが
く。

　【星】表面が乾いてから、ドリッピング。
　【水平線】溝

みぞ
引きで描く。

❺描いた空に題名をつけてみよう。

●用具
画用紙
水彩絵の具やポスターカ　
ラー、アクリル絵の具など
はけや筆
筆洗、ぞうきん、パレット、
スポンジやドライヤー
参考となる写真などもある
とよい。

溝引きP. 88

ドリッピングP. 13

グラデーションP. 18

水張りP. 89

　　　制作メモ　

●描
えが
きながら机をぞうきんでまめ
に水ぶきすると服や床

ゆか
を汚さない。

●描いた絵は古新聞などに並べて
乾
かん
燥
そう
させ、ボール紙などに配置

して展示してみよう。

同じ絵の具でも紙の種類を変えると表現がどのように変化するか試してみよう。
水彩絵の具で描く

P.39短時間でつくるコラム
「情景を描く」の《⑤描いた空に題名をつけてみよう。》は生徒によってさまざまな
表現ができそうな題材ですね。コマ撮りアニメーションの背景にも使えそうです。

「あの日の空」「あそこで見た空」…「空」は生徒一人一人のイメージを引き出す
のに良いテーマです。絵の具の使い方の習得だけではなく、自分のイメージし
た空を、どのように形と色で表現するか試行錯誤しながら制作させたいものです。

〇水彩絵の具で描くP.38-39

44 45表現 絵画

絵

　
画

3雲
うん

龍
りゅう

図
ず
（部分）

［紙本墨画／襖
ふすま
四面198×187cm／1599年］

海
かい

北
ほう

友
ゆう

松
しょう

［1533～1615年・滋
し
賀
が
県］建

けん
仁
にん
寺
じ
［京都府］京都国立博物館寄

き
託
たく

❷濃
のう
墨
ぼく
で、筆の穂

ほ
先
さき
を使って、

へたの模様を描く。

❷たっぷりと墨を含
ふく
ませた筆

で、筆の腹を使って描く。

❷淡墨のマメが乾く前に、上
から濃墨を重ねてさやを描く。
途
と
中
ちゅう
で筆をとめず一気に描く。

❷手前の茎
くき
を中墨で描く。育

つ方向に向かってのびやかに
勢いよく。

❸中
ちゅう
墨
ぼく
で、大きく弧

こ
を描くよ

うに勢いよく実を描く。

❸濃墨で葉の部分を描く。筆
先を使って、葉が生える方向
に筆を動かす。

❸濃墨でへたを描く。穂先を
使う。

　淡墨を何度も重ねて
濃淡を表現したり、描
いた後に描写を重ねた
りする。
（積
せき
墨
ぼく
法）

❸茎の重なりやすき間を意識
しながら、奥

おく
の茎を描く。

❹もう片方も❸と同様に描く。
丸みを意識しバランスをとる。

❺果肉の淡墨がしっかりと乾
かわ
いて

から、濃墨で種を描く。穂先をつぶ
さないようにして点を優

やさ
しく打つ。

❹全体の立体感を意識しなが
ら、反対側のさやを描く。

❹根元から中墨、濃墨を混ぜ、
葉の表情を豊かにする。

❶淡
たん
墨
ぼく
で、へたの先がはねる

ように描
えが
く（転

てん
筆
ぴつ
の活用）。

❶淡墨で、果肉部分を描く。

❶淡墨で、さやの中のマメを
描く。

❶白さを表現するために淡墨
を用い、根元から先へ描く。

❺実の部分を完成させる。濃
墨を用いて立体感を表現する。

❹筆を立てて茎を描く。最後
はとめる。

❺マメは二
ふた
筆
ふで
で立体感を出す

ように描く。

❺茎先の葉を大きく描くとバ
ランスがとりやすい。

ナス

イチゴ

ソラマメ

カブ

 さまざまな墨
すみ
の表現

 さまざまな技法

  身近なものを描いてみよう

2蝦
が

蟇
ま

河
ふ

豚
ぐ

相
す も う

撲図
ず

（部分）
[紙本墨画／101.3×43㎝／江戸時代]
伊
い

藤
とう

若
じゃく

冲
ちゅう

 [1716～1800年・京都府]
京都国立博物館

1F1オリジナルラフ墨絵 [紙
し
本
ほん
墨
ぼく
画
が
／23×45㎝／2010年]

茂
しげ

本
もと

ヒデキチ[1957年～・愛
え
媛
ひめ
県]

4破
は

墨
ぼ く

山
さ ん

水
す い

図
ず

（部分）国［紙本墨画／148.6×32.7cm／1495年］
雪
せっ

舟
しゅう

等
とう

楊
よう

 [1420～1506年ころ] 東京国立博物館

対象と向き合うP.32~33

伊藤若冲P.144、146~147

「F1オリジナルラフ墨絵」「蝦蟇河豚相撲図」などは、どのような筆づかいで描かれているのだろうか。

　筆の勢いを意識して淡
墨や中墨で描き、さらに
濃墨で濃淡の変化をつけ
て表す。
（破

は
墨
ぼく
法）

　輪郭を線で描か
ず、墨の濃淡だけ
で描く。
（没

もっ
骨
こつ
法)

　墨の濃
のう

淡
たん

を生かしたさまざまな表現の工
く

夫
ふう

を
参考にしてみよう。

　同じモチーフを繰
く
り返し描

えが
いて、線を引くスピード

による、かすれやにじみ具合にこだわり、躍
やく
動
どう
感を追

求している。 ドリッピングP. 13

空気遠近法P.17 雪舟等楊P.183

墨で描く43

具
用

絵

　
画

絵　画絵　画

墨で描く

　墨
すみ
の濃
のう
淡
たん
やぼかしを使って描

えが
く絵を水

すい
墨
ぼく
画
が
といいます。筆の使い方や描く速さ、

墨と水によるにじみやぼかし、かすれの効果などで豊かな表情をつくり出すことが
できます。墨による表現の特

とく
徴
ちょう
を生かしてモノクロームの表現を楽しんでみましょ

う。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

①筆
②筆巻
③墨
④硯

すずり

⑤墨
ぼく

汁
じゅう

⑥皿（小）

　さまざまな持ち方があるが、最初
は軸
じく
の中心あたりを親指と人さし指、

中指で軽く持ち、腕
うで
の力を抜

ぬ
く。

　水の量を調節して墨の濃淡をつくることを調
ちょう
墨
ぼく
という。水

墨画用の墨
ぼく
汁
じゅう
や墨を硯

すずり
で濃

こ
くすり、濃墨を準備する。濃墨を

少し取り水を加えて中墨、さらに水を加えて淡墨をつくる。

濃
のう
墨
ぼく

中
ちゅう
墨
ぼく

淡
たん
墨
ぼく

筆の持ち方 調
ちょう

墨
ぼく

のしかた

筆を傾
かたむ
け穂

ほ
の側面で描く。

筆をまっすぐに立てて描く。

軸
じく
を回しながら描く。

⑦皿
⑧筆洗
⑨ぞうきん
⑩文

ぶん

鎮
ちん

⑪紙（画
が

仙
せん

紙
し

、麻
ま

紙
し

）
⑫下

した

敷
じき

軸
じく

穂ほ

穂ほ

先さ
き

絵の具大図鑑P.11 日本絵画の鑑賞法P.139~141 描かれた生き物たちP.144~145

 水墨画の基本

 水と墨を工
く
夫
ふう
して

 いろいろな線の表現

直
ちょく
筆
ひつ

側
そく
筆
ひつ

転
てん
筆
ぴつ

たらしこみP.39

　筆の角度や、動かし方を変えて描く。

　水で描いたあとに墨をたらしたり、逆に墨で描いた線に水をたらしたり
するなど、水と墨の使い方を工

く

夫
ふう

して表現を探
さぐ

ってみよう。

色鉛筆で描く／墨で描く

墨による表現は、単色（モノクローム）の表現ですがとて
も奥深いものです。にじみやかすれなど偶然にできる造

形を楽しむとともに、その偶然を意図的につくる試みなど、短
時間でも新たな発見や創意工夫が経験できる題材です。

P.43は面白いページです。
「水と墨を工夫して」で生徒たちを引きつけたあと、P.44で
茂本ヒデキチさんの作品や伊藤若冲の作品を見せたいです。

〇墨で描くP.43-45

68 69表現 彫刻

　　　制作メモ　
短 時間で

つくる

短 時間で
つくる

石けんを使って抽象彫刻をつくる

具
用

彫　刻
彫

　刻木や石を彫る

　木や石などを彫
ほ
ったり、削

けず
ったりして形をつくり出していく彫

ちょう
造
ぞう
では、粘

ねん
土
ど
の

ようにつけたり取ったりすることができないため、主題をふまえた計画性が必
要です。彫造による制作の特

とく
徴
ちょう
を生かし、彫ってつくる表現に挑

ちょう
戦
せん
してみましょ

う。

❶構想を練る。野菜の形をよく観察したり、図
ず
鑑
かん
で

調べたりしてつくる形を決め、立体の形をしっかり
ととらえておく。

❶おおまかに輪
りん
郭
かく
を

削り出す。

❸細部を彫り進めて
木彫作業完了。
アクリル絵の具による彩

さい

色
しき

❹全体の明暗を観察
して下地の色を塗

ぬ
る。

❺皮やうろこの色を
よく観察して彩色する。

❷形を大きな面でと
らえて彫る。
●バルサ材はカッターナイフ、
デザインナイフ、彫刻刀な
どで彫ることができる。

●軟
やわ
らかいので、よく切れる

刃物で、あまり力を入れず
に削ったり彫ったりできる。

❹彫
ほ
りはじめる。あら彫りがほぼ終わり、大体の形

が見えてきたところ。作品のイメージを確かめなが
ら各部の補助線を足しておく。

①

②

③

④

⑤
⑥ ⑦

①木　※ヒノキ、クスノ
キ、サクラ、カツラ、ホオ
などがよく使われる。

②木づち
③切り出し小刀
④両

りょう

刃
ば

のこぎり

⑤彫
ちょう

刻
こく

刀
とう

⑥たたきのみ
⑦うすのみ

❷材料の各面に、各方向から見た野菜の形を大きさ
や位置が対応するように線を入れる。各面に中心線
や方眼線を補助的に入れておくとよい。

❺彫り進める。のみは刃
は
表
おもて
を彫り残す側に向けて使

う。逆
さか
目
め
の向きに使うときは刃が深く入るので注意

する。

❼細かい部分を、彫
ちょう
刻
こく
刀
とう
を使って彫り出し、完成。

❸あら取りをする。のこぎりやのみなどを使って、
不要な部分を大きな面でとらえて切り取っていく。
切断面には比率などを確かめる線を補っておく。

❻いろいろな角度から全体の形を確かめる。最初の
イメージを大切にして、形が平均してでき上がって
いくように彫り進める。

材料の使い方

　彫造では、材料の大きさや形を生かし
て使うことが大切である。下の図では、
Aより Bの方が大きい作品ができる。

A B

●切れなくなった彫
ちょう
刻
こく
刀
とう
やのみを、無理な力を入れて使うと危険なので、

　早めに研
と
ぐようにする。

1生活標本（にぼし） ［アクリル絵の具、バルサ材／
長さ10cm］ 鈴

すず

木
き

篤
あつし

［1980年～・東京都］

❶構想を練る。つくる形を決めたら、
いろいろな角度からの形をスケッチす
る。

❺彫り進める。やすりなどで大きな面
をつかみながら彫り出していく。

❽耐水ペーパーに水をつけてさらに
磨くと、手

て
触
ざわ
りのよい作品に仕上がる。

❷底を出す。材料の形とスケッチを重
ね合わせて、作品のイメージをとらえ
てから底になる部分をやすりで整える。

❻大まかな彫りが終わったら、彫刻刀
などで凹

おう
部
ぶ
を彫って、立体感を出して

いく。

❸安定して立っている状態になったら、
構想したイメージを大きさや位置が対
応するよう材料の形に線を入れる。

❹❸の線に従い、のみやたがねで不
要な部分から彫りはじめる。彫り残
したところにはバランスなどを確か
める線を補う。

❼耐
たい
水
すい
ペーパーを使って表面や細部を

磨
みが
いて、全体の形を整えていく。

！ 注意

！ 注意

！ 注意

バルサ材を使って
「にぼし」をつくる

① ⑤ ⑥② ③ ④

⑧

⑦ ⑨

①石
②平たがね
③マイナスドライバー

④やすり
⑤木づち
⑥ケレンハンマー
⑦保護メガネ
⑧耐

たい

水
すい

ペーパー
⑨防じんマスク

完成作品
［石／高さ15cm］

●制作にあたっては、石の粉で目やのど
をいためないように保護メガネや防じ
んマスクを着用する。

●スタイロフォームのやすりがけでは、
防じんマスクを着用する。

※平たがねでも代用可。

●デジタルカメラで撮
さつ

影
えい

し、風景写真などと合成する学
習に発展させることができる。

　石けんを使うと、発想し、構想した形を短時間で立体に
することができる。軟

やわ
らかい材質のため、細かい表現より

塊
かたまり
の表現に適する。制作時には力を入れすぎないよう注意

し、細部は特に慎
しん
重
ちょう
に造形する。完成後は見る方向や角度

を検討し、写真を撮
と
って保存するとよい。

すべて参考作品

●石けんには香
こう
料
りょう
が含

ふく
ま

れており、香りが強い
ので教室の換

かん
気
き
に気を

つける。

●材料・用具
石けん※

彫刻刀
カッターナイフ
デザインナイフ
デジタルカメラ（記録用）

※パラフィン（ろうそく）でも代用できる。

スタイロフォーム
　ナイフやのこぎり
などで切ったり削っ
たりできる。軽く、
扱
あつか
いやすい。

具
用

 いろいろな材料

アクリル絵の具で描くP.40~41

発想し、構想を練る1

画像を合成しようP.97

彫刻P.124~125

単純化・抽象化P.122~123

ものの表情をとらえる（そっくりにつくる）P.67

注意（切る・削る）P.24

安全P.25

ものと向き合うP.32

ならい目と逆目P.75

木でつくるP.72~75

彫ってつくる彫刻と粘土などでつくる彫刻の表現の違いについて考えてみよう。

　野菜をよく観察し、そのよさやおもしろさを感じ取り、計画的に制作しよう。

　材料の形を生かしたり、身近なものからイメージをふくらませたりしてみよう。

   野菜をつくろう  木
も く

彫
ちょう

   抽
ちゅう

象
しょう

彫刻をつくろう  石
せ き

彫
ちょう

P.26~27

木や石を彫る

塑造（粘土）については小学校でもよく実践されていますが、中学校では彫造制
作もぜひ経験させたいものです。彫る素材によって表現の効果や制作に必要な

時間数なども異なります。指導計画や生徒の実態に応じて、素材を選択することが大
切ですね。

P.69「いろいろな素材」のスタイロ
フォームは木や石などよりも手軽で、彫刻の時間に扱いやすいですよね。その下の
「石けんを使って抽象彫刻をつくる」の石けんもそうですが、授業の時間が少なく限
られているので、このような素材の紹介はありがたいです。

〇木や石を彫る P.68-69

62 63表現 版画

版　画
版

　
画

凸
と っ ぱ ん

版 凹
お う 　 は ん

版 孔
こ う 　 は ん

版 平
へ い 　 は ん

版

版　種

木版画

紙版画

コラグラフ

リノカット

型
かた

押
お

し・
スタンピング

回転版画

版　材

ベニヤ板、ホオ、サクラなど

画用紙、ケント紙、ボール紙

ボール紙、自然素材、加工素材

リノリウム板、ゴム板

加工素材（ゴム・糸・ビン）、
自然素材（木の葉・野菜）

スチレンボードなど

版　種

銅版画-直接法
ドライポイント

メゾチント

エングレーヴィング

銅版画-間接法
エッチング

アクアチント

版　材

銅板（亜鉛板、樹
じ ゅ
脂
し
板）

銅板

銅板

　　　　　　　　　　
銅板

銅板、亜鉛板

版　種

シルクスクリーン

ステンシル

版　材

絹、テトロン、ナイロン

型紙（耐
た い
久
きゅう
性をつけたもの）

版　種

リトグラフ
（石版画）

モノタイプ

デカルコマニー

マーブリング

版　材

石版石（大理石）、亜鉛板、
ベニヤ板

樹脂板、ガラス

紙類

水面

いろいろな版画

　版画は、絵画のように紙などに直接描
えが
くのではなく、「版」を介

かい
して表現する

間接的な技法です。さまざまな種類の版画のよさや表現の特
とく
徴
ちょう
を生かし、自分

の意図に応じた表現に挑
ちょう
戦
せん
してみましょう。

❶下絵にグランド原紙（ニス原紙）
を貼るために、下絵全面にへらなど
で白ワックスをむらなく均一に塗

ぬ
る。

❺印刷面と版が素
す
早
ばや
く離
はな
れるよう、枠

の裏面に3mmくらいの厚さのスチレ
ンボードで版浮

う
かしをつくってつける。

❷光
こう
沢
たく
面を上にした原紙を下絵の上

にのせ、布で強くこすり空気を抜
ぬ
く

ようにして圧着する。

❸下絵の線に沿って図
ず
柄
がら
の部分を切

り抜く。同じ色になる図柄は同一の
版に入れる。

❻インクを調合する。インクは溶
よう
剤
ざい
で

よく溶
と
き、すくい上げてリボン状によ

じれるくらいの硬
かた
さが最適である。

❼刷り紙を入れ、インクを版上（図
柄上方）に置き、スキージーの角度
に注意して一定の強さで刷る。

❹原紙の上にスクリーンを重ね、あ
め色に変化するまでアイロンで熱し
て、原紙と完全に密着させる。

完成作品［24×34cm］

❶原画をトレースし、それを裏返して
版に置く。間に転写紙をはさみ、見

けん
当
とう

とともにボールペンで輪
りん
郭
かく
を写す。

❶スチレンボードをへらなど
でへこませて、凸版になるこ
とを考えて図柄をつくる。

❷写した輪郭線をたよりに、脂
し
肪
ぼう
性

のクレヨンや解
とき
墨
ずみ
などで描

びょう
画
が
する。

❷ローラーで版に絵の具を
塗り、刷り紙をかぶせ、ば
れんで刷る。

❺スポンジで水ぶきしながら、調色
したインクをゴムローラーで盛る。

❸描き終わったら、むらのないよう
にアラビアゴム液を塗る。

❸版を回転させて、次の色を
刷る。色順によってでき上が
りが変わる。

❻インクを盛り終えたら、見当に合
わせて紙を静かに置く。

❼リトグラフ用プレス機で刷る（銅
版用プレス機でも可）。

❹一昼夜置き、アラビアゴム液を水
洗いし、描画部を溶剤でふき取る。

完成作品［41.5×29.5cm］

参考作品［24×24cm］
青色、黄色、赤色の順で作成

完成作品［29.4×22.4cm］

完成作品［27.2×39.4cm］❶下絵をケント紙などに写して切り
取り、部品を貼りつけて版をつくる。

❶イメージをもとに素材を貼りつける。厚
い素材はプレス機をいためやすいので注意。

❷版にローラーでインクをつける。

❷素材を保護するように加工し
て、油

ゆ
性
せい
インクをつける。

❸刷り紙を下にして版を置き、上
から別の紙をあてて、ばれんで刷る。

❸インクがもれないように刷り紙の
上に別の紙をあて、プレス機で刷る。

•素材を貼りつけた画面の上から、下
した
地
じ
剤
ざい
（ジェッ

ソなど）を塗ってはがれないように保護する。
木工用接着剤を水で溶いて代用してもよい。
•凹
おう
部のインクは、ダバー（たんぽ）などで刷り込む。

• 凸
とつ
部は余分なインクをふき取り、別の色をロー

ラーでのせる。
•インクが混じり合うことを想定して配色を考える。

●材料・用具
スチレンボード
へら、割りばし、スプー
ンなど
水彩絵の具、ローラー、
バット
刷り紙、ばれん

短 時間で
つくる スチレンボードを使って回転版画をつくろう

版画技法のまとめ

ばれん

紙

版

プレス機紙

版

スキージー

紙

版

リトグラフ用
プレス機紙

水
版

　この作品は、塩化ビニルの上にイン
クで描いたりかき取ったりした後、刷
り紙をのせてばれんで刷ったもの。

完成作品［20.9×29.5cm］

 シルクスクリーン

 リトグラフ

 コラグラフ

 モノタイプ

 紙版画

コラグラフで大切なこと　　　制作メモ　

　版の凸部に絵の具やインクをつ
け、それを刷り取る。

　版の凹部にインクを詰
つ
め、不要な

インクをふき取り、プレス機で刷り
取る。

　インクの通り抜ける穴の部分を
とおして、インクが刷り込

こ

まれる。
　平らな面にインクがつく面とつ
かない面をつくり、刷り取る。

インク 薬品

インク

インク
インク

たんぽのつくり方P.74

ステンシルP.12

　シルクスクリーンは、孔
こう

版
はん

の代表的な技法で、木枠
わく

や金属枠に絹（シルク）やテトロンなどを貼
は

り、図像以外の部分をふさぎ、版とする。製版法には
カッティングや写真製版などがあり、色面による明快な表現力などから、デザインや工芸、現代美術に広く使われている。

　リトグラフは平版の代表的な技法で、水と油の反発を利用し平らな版で刷る版画である。描いた筆
ひっ

跡
せき

をそのまま表現できることが特徴であり、もとも
とは石を使った版画で石版画とも呼ばれているが、現在はアルミ板や亜

あ

鉛
えん

板も使用されている。

　紙版画は、加工が容易な紙で手軽に版をつくることができる凸
とっ

版
ぱん

の一つである。紙の種類の変化や重なり
を工

く

夫
ふう

した版や、連続させたり、色を変えたりした刷りで多様な表現が可能である。

　コラグラフは、板にいろいろなものを貼りつけて構成するコラージュを応用した凸版の技法である。身の回りの
材料を使った思いがけない表現ができる。

　モノタイプは、樹
じゅ

脂
し

板などの平
へい

滑
かつ

なもの
に絵の具で図柄を描き、それを紙で写し取
る平版の技法である。一枚のみ（モノ）の
作品となることが特徴で、一般に複数の作
品が制作できる版画の中では特異な技法で
ある。

コラージュP.12

マーブリングP.13

※図はシルクスクリーンの場合 ※図はリトグラフの場合

スタンピングP.83

いろいろな版画孔版は刷ったとき、作品の図像が左右に反転しないことを、版画技法のまとめで確かめよう。

P.63短時間でつくるコラム「スチレ
ンボードを使って回転版画をつくろう」のスチレン版画は自分も授業で取り組んで
います。参考作品の下にさりげなく《青、黄、赤の順で作成》と入っているのが、版
による色の重なりがイメージできるので良いと思いました。

一つの版から色や刷り方を変えて複数の作品が制作できるのは、絵の具で描
く絵画とは異なる版画の特性（複数性）です。この特性を生かした制作をぜひ
経験させたいものです。

〇いろいろな版画 P.62-63
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お問い合わせフォーム

今号へのご意見や
著者へのメッセージ、ご質問など、
「お問い合わせフォーム」よりお気軽にお寄せください。

先生の声を
お聞かせください。

授業だけでなく家庭学習などにもご活用ください。

94 95表現 デザイン

デザイン
デ
ザ
イ
ン

24湖
こ

池
いけ

屋

14ナイキ

サモトラケのニケP.180

分かりやすく伝える働きP.9

配色の工夫P.6 配色でイメージを伝えるP.8

動きや勢いをとらえるP.33

それぞれの都道府県章は、なぜこのようなマークになったのか、調べてみよう。

マークで伝える

　簡略にした形や色を用いて、情報や内容を分かりやすく伝わるようにしたもの
がマークです。優

すぐ
れたマークは、言語の違

ちが
う外国の人々にも情報を伝えることが

できます。身の回りのマークのよさや美しさを感じ取り、意図に応じてマークをつ
くってみましょう。

① 具体的なものを単純化する

② 文字から発想する

③ イメージを視覚化する

■ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック スポーツピクトグラム ■ 注意喚
かん

起
き

のピクトグラム

■ 都道府県章・旗・シンボルマーク

❶アイデアスケッチをする。 ❷アイデアスケッチをも
とに、単純化したり、変
形したりしてみる。

❸「楽しい」「激しい」「さわやか」などの言葉から配色を考えた。 ❹最終的にクラブの雰
ふん

囲
い
気
き
に合う配色のマー

クを採用した。

楽しい

1アップル

15グッドデザイン賞

20プレイステーション®

25AEDマーク

312025年日本国際博覧会

35スターオブライフ

32ワークマン 33エネオス 34吉本興業
ホールディングス

26ヘルプマーク

13今
いま

治
ばり

タオル

27京都水族館 28アメリカ航空宇宙局 29ヒートテック

30ミズノ

12ヤマハ

16公
く

文
もん

教育研究会 17エコマーク

21Jリーグ

18農業協同組合

23大阪メトロ22イオン

19Tポイント

7鉄道博物館

10日清食品 11富
ふ

岳
がく

2ヤマト運輸

8スターバックスコーヒー

3ミスタードーナツ

9資生堂

4東急ハンズ 5森
もり

永
なが

製
せい

菓
か

6マタニティマーク

激しい さわやか

39津
つ

波
なみ

防災ピクトグラム（ISO）

津波避
ひ

難
なん

場所

361964年オリンピック 372020年オリンピック 382020年パラリンピック

津波避難ビル 津波警告・注意

40日本工業規格（JIS）のピクトグラム
　日本工業規格（JIS）のピクトグラムは、単純な形と色でメッセージが

伝わるようにデザインがルール化されている。「赤い円に斜
しゃ
線
せん
」は禁止、「黒

枠
わく
のある黄の三角」は注意、「青い円」は指示を意味する。

撮
さつ

影
えい

禁止 滑
かつ

面
めん

注意

①北海道

⑪埼玉県

㉑岐阜県

㉛鳥取県

41佐賀県

②青森県

⑫千葉県

㉒静岡県

32島根県

42長崎県

③岩手県

⑬東京都

㉓愛知県

33岡山県

43熊本県

④宮城県

⑭神奈川県

㉔三重県

34広島県

44大分県

⑤秋田県

⑮新潟県

㉕滋賀県

35山口県

45宮崎県

⑥山形県

⑯富山県

㉖京都府

36徳島県

46鹿児島県

⑦福島県

⑰石川県

㉗大阪府

37香川県

47沖縄県

⑧茨城県

⑱福井県

㉘兵庫県

38愛媛県

⑨栃木県

⑲山梨県

㉙奈良県

39高知県

⑩群馬県

⑳長野県

㉚和歌山県

40福岡県

一列並び

ナイキのマークの由来

スターオブライフ マークの由来

　スポーツブランド名「ナイキ（NIKE）」の由
来である勝利の女

め
神
がみ
ニケの彫

ちょう
像
ぞう
の翼

つばさ
をモチー

フとしている。

　日本をはじめ世界各国で、救急
車やドクターヘリに用いられる救
命救急のシンボルマーク。中央の
杖
つえ
は、ギリシャ神話の医学の神ア

スクレピオスが持つ杖を表す。

 さまざまなマークやロゴ

 ピクトグラム

 地域のマーク

  クラブのマークをつくろう

　ピクトグラムがオリンピック
史上初めて使用された1964
年においての理念を、2020 年
にも継

けい
承
しょう
している。

防災
暮らしの中の色P.8~9 文字で伝えるP.92~93 紋のいろいろP.151形と色の構成P.88~90

　JIS X 0401都道府県番号に従い掲載。

　ピクトグラムとは、形と色で分かりやすく情報を伝えることを目的とした「絵文字」のこと。伝えようとする情報を、視覚的な図で表現し、内容を直
感的に伝えることができるため、国際的な場や公共空間で使用されている。

マークで伝える

形が面白かったり色が美しかったりするだけでは良いマークやロゴとは言えませ
ん。それぞれに制作の意図（由来）があることに気付かせ、それが形や色にどのよう

に結び付いているか考えながら鑑賞することによって、制作のときにも生かせるようにし
たいものです。

P.94「ナイキのマークの由来」を参考に、このページで紹介されているマーク
の意味や由来について調べ、発表してもらいたいです。また、何が単純化や省
略、強調されてマークになっているのか考えてほしいです。

〇マークで伝える P.94-95

制作をともなう表現の自宅学習では、使用する用具や材料の準備、後片付けの負担などが少ない題材が求められ
ます。今回の改訂で増強した「短時間題材」などは自宅学習にも最適です。

また、主体的で深い学びにつながる「試してみよう・調べてみよう」の問いかけを、各題材のページの下に掲載しています。
これらも家庭学習などに活用できるでしょう。

A

コロナ禍で生徒が自宅で学習しないといけないときがあります。新しい美術資料の
中で、自宅学習の際におすすめのページや使い方はありますか？Q

※次号では、現場の先生方のご意見や感想を織り込みながら、「鑑賞の授業での活用」について取り上げる予定です。

横田先生への
質問

P.96「リーフレットをつくろう」で折り方が図解で載っていますが、意外にもこういった折り方を知らな
い生徒が多いようなので、これを見て知ってもらうことができそうです。

美術の授業だけではなく、文化祭や生徒会、クラブ活動、修学旅行などいろいろな場面でリーフレット
をつくることがあると思います。美術で学んだことを、生活の様々な場面で実際に活用できるような
指導が大切です。

96 表現 デザイン

デザイン

背
せ

小
こ
口
ぐち

ノド

表
紙
の
芯

表
紙
の
芯

　本文が縦書きか横
書きかでとじ方が変
わる。

　1枚の紙を折るなどしてペー
ジをつくるのがリーフレット、
複数の紙をとじてページをつく
るのがパンフレットである。

とじ方の違
ちが
い

リーフレットとパンフレットの違い

リーフレット パンフレット

　　　制作メモ　

　　　制作メモ　

切り込みを入れて折る方法

ページ構成を考える

ページごとの役割

　折り方によって全体のページ数やページ順、
展開のしかたなどが異なる。実際に紙を使って
試作しながら、ページを構成してみるのもよい。
　身の回りのパンフレットや小冊子も参考にし
てみよう。

表紙
開きたくなるデザインにする。

中面
詳
くわ

しい情報を伝える。
裏表紙

補足情報などを伝える。

1P

2P3P4P5P

6P 7P 8P
1P6P 7P 8P

2P

4P 5P

7P

二つ折り Z折り 巻三つ折り 巻四つ折り

四つ折り 観音折り
かんのん

じゃばら折り じゃばら+二つ折り

1. 山折り 2. 矢印方向へ折りたたむ 3. 冊子状になる

絵と言葉で伝える

　絵本は、言葉だけで伝えるのではなく、イラストや絵、写真などから登場人物
や場面のイメージをふくらませて伝えることができます。伝えたいことがより分か
るように表紙やページの構成などを工

く
夫
ふう
し、楽しい絵本をつくってみましょう。

溝
みぞ 天

てん

背表紙の芯
しん

地
ち

見
み
返
かえ
し

❹製本にはいろいろな種類がある。
本の内容に合わせて製本様式や用紙
を選ぶ。

製本する

折り方の工夫

  絵本をつくろう

情報が伝わりやすいよう、編集してみよう。　リーフレットをつくろう

内容の完成まで

りこのおべんとう 
参考作品［26.5×37cm］

❶登場人物の服装、表情、性
格などを考え、話の起承転結
をしっかり組み立てておく。

❽表紙をつくる。芯
しん
にする厚紙を表紙のカバーの裏に貼

る。背表紙の芯は本文の厚みに合わせ、表紙は本文より
少し大きめにつくる。

❷絵コンテを描
えが
く。ページを

めくったときの驚
おどろ
きや楽しさ

を考えながら、各場面を鉛
えん
筆
ぴつ

などで簡単に描く。

❺ページを二つ折りにし、裏
面にスティックのりでのり付
けして、順に貼

は
り合わせる。

❸絵コンテをもとに、鉛筆で
下
した
描
が
きしたあと、着

ちゃく
彩
さい
し、文

字を書く。

❻見返しを最初と最後に貼る。
重しを置いてしっかりと本文
を貼り合わせておく。

❾背のところで折り曲げて、
背と表紙の間の遊びの部分に
溝をつける。

10見返しを表紙に貼る。その
後、しっかり接着するように
重しを1日のせておく。

❼天地、小口をカッターナイ
フで切りそろえる。

　ページをめくりたくなるような工
く
夫
ふう
を考えよう。

 ページの工
く

夫
ふう

1フリーフォール ［1988年］デイヴィッド・ウィーズナー［1956年～・アメリカ］ トリックアートを楽しむP.91

動く仕組みP.85

情報を伝えるP.20~21

イラストレーションP.86~87 文字で伝えるP.92~93

身の回りの本やリーフレットから、そのデザインの工夫やよさを見つけてみよう。

〇絵と言葉で伝える P.96

P.20-21 情報を伝える P.97 コンピュータを使って表現する

一人一台のタブレット等の活用ができるようになりました。写真は、シャッター
ボタンを押すだけでとりあえず撮影できてしまいます。しかし、学習としての

学びは、何をどのように表現するのか、意図をもって撮影することがポイントとなりま
す。その意図を実現するために「背景を考える」などの撮影の工夫が必要なのです。

98 99表現 メディア表現

！ 注意

●背景の色やまわりに置くものによって演出をする

タブレットPCを活用しよう

フレーミングを考える 背景を考えるメディア表現 メ
デ
ィ
ア
表
現

 撮影の工夫

　タブレットPCは、機種によっ
てカメラ機能が内蔵されている。
ディスプレイ側についているカ
メラをインカメラ、背面のカメ
ラをアウトカメラと呼ぶ。
　インカメラでは自分の姿を確
かめながら撮影することが可能。
　大きな画面は、撮影した画像
を互

たが
いに見せ合いグループで鑑

かん

賞
しょう
することもできる。

写真で表現する

著
ちょ
作
さく
権
けん
と肖

しょう
像
ぞう
権
けん
　

　みなさんを含む作者には、自分の作品をみだりに流用、改変されない権利があり、
そういった権利を認めているのが著作権である。例えば、他者がつくったものを流用
したポスターなどを、無断でＷｅｂサイトへ掲

けい
載
さい
したり、コンクールに出品したりする

ことはできない。
　また、人にはプライバシーがあり、その姿を勝手に公開されない権利、肖像権があ
る。作品を公開する場合には、被写体の了

りょう
解
かい
を得るなどの配

はい
慮
りょ
が必要である。

　私たちは、ふだんから目にしたことや体験したことを画像として残し、その
感動や思い出をだれかと共有することができます。写真による表現のよさや
特
とく
徴
ちょう
を生かし、テーマをもとに構図や撮

さつ
影
えい
の方法を工

く
夫
ふう
し、写真で表現して

みましょう。

撮
さつ

影
えい

のスタイル
　撮影するときは、手ぶれを起
こさないように、カメラを安定
させよう。

接写・マクロ

（画角の違
ちが

い）広角と望遠

視点を変える

光の当たり方を考える

　小さな被写体に接近しても、鮮
せん
明
めい
に撮影できる。

　姿勢を低くしたり、台に乗ったりして視点を変えて撮る。

　写真の枠
わく
（フレーム）の中に、ものや場所を収めることをフレーミングという。空

間をどのように切り取るかで、写真から受ける印象は変わる。

　ものに対して、前から光が当たっている状態を順光、後
ろから光が当たっている状態を逆光という。

　背景が空白で、水平に撮影できる場所を探し、家族を並
べて真正面から撮影している。被写体の立ち位置は前後し
ているが、奥

おく
行き感はあまりない。

広角
　広い範

はん
囲
い
を撮影する。

遠近感が強調され、スケー
ルの大きい写真が撮れる。

望遠
　遠くのものの細部がク
ローズアップされる。

標準
　人間の肉眼に近い。被

ひ

写
しゃ
体
たい
と背景のバランスが

ちょうどよい。

高いところを撮るとき

　シャッタースピード
が遅

おそ
い（長時間露

ろ
光
こう
）

ときは三
さん
脚
きゃく
を用いる。

低い姿勢で
撮
と
るとき

角度を変えて撮るとき

低解像度の画像は、小
さいサイズだと一見鮮
明だが、拡大すると粗い。

　いろいろな角度から撮った街並みの写真を切り取って組み立てた立体写真。
組み合わせて
　写真を撮ったあと、写
真を組み合わせてみると、
一枚の写真とはまた違

ちが
っ

た写真表現が可能になる。

1パパとママとコドモたち
［31.1×37.3cm／1949年］ 
植
うえ

田
だ

正
しょう

治
じ

［1913～2000年・鳥
とっ
取
とり
県］

東京国立近代美術館

2フォトモ（欠落文字カンバン） 糸いと崎ざき公きみ朗お［1965年～・長なが野の県］

生徒作品

遠くがぼけて見える。

水
すい

滴
てき

が止まって見える。

極
きょく

端
たん

なぼけはない。

肉眼で見るのとほぼ同じ。

広くピントが合っている。

光
の
量

光
の
量

水の流れがよく分かる。

露
ろ

出
しゅつ

を決める
　露出とは光の量のこと。光の量はレンズの絞

しぼ
りとシャッタースピード

の組み合わせで調節する。コンパクトデジタルカメラでは通常自動で露
出を調整するが、自分で設定すると変化に富んだ写真が撮影できる。

F2 F2.8 F4 F5.6 F8 F11 F16 F22

1/81/151/301/601/1251/2501/5001/1000

絞り込
こ
み絞り絞りを開放に

低速シャッタースピード（秒）高速

「あなたの考える不思議って何？」トリックを使って
　写真を見たとき、遠近や前後の関係は影

かげ
や周囲の

情景によって判断する。これを工夫するとトリック
写真が撮影できる。

低い位置から撮る

順光

高い位置から撮る

奥行きを
感じる風景
として

伸
の
びていく

力強さに注目

広がりを感じる
風景として

花の造形を
拡大して

●フレーミングで主役の表し方を工夫しよう

逆光

 撮影の基本

 さまざまな写真表現

生徒作品

生徒作品

生徒作品

解像度

連続写真

　1インチ（１inch＝2.54cm）四
方の中に含

ふく
まれる画素の密度を示

した単位。解像度が高いほど画像
が鮮明になり、データのサイズは
大きくなる。

　連続撮影の機能を使って、
動くものなどを１秒間に数
コマ撮影し、連続写真から
決定的瞬

しゅん
間
かん
をとらえた写真

を選ぶことができる。

構図と遠近法P.16~17

トリックアートを楽しむP.91

構成美の要素P.18~19

視点の違いによる見え方P.53

ビットマップとベクターP.97

光と陰影P. 14

写真P.156~157

コラージュP.12

画像を合成しようP.97

主題と構図P.52、54

写真で表現するさまざまな写真表現（トリックを使って）を参考にして、トリック写真を撮影してみよう。

P.99「背景を考える」が大事なことだと思います。タブレットを活用して撮影をす
るときに、主役となるモチーフの背景に色紙や和紙をひくなどいろいろな方法を考
える参考になりそうです。

〇写真で表現する P.98-99

P.156-157 写真
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